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1. 第4回大会及び総会について

2004年12月11日、本協会第3回大会及び総会が専修大学神田校舎において開催されました。

午前 10時から、小長野航太会員（専修大学）による「ラカンとメルロ＝ポンティ　─ラカンの『モーリス・メルロ＝ポンティ』をめぐって」と河野智子会員（お茶の水女子大学）による「読まれることのない『手紙』―エドガー・アラン・ポウと幽霊について」という研究報告が行われました。

次に、昼休みを挟んで、午後１時から会員総会がおこなわれました。

会員総会においては、事務局長による会務報告（論集第４号編集の進行状況、次期事務局校の件など）が行われ、予決算が承認されました（別紙参照）。次年度については、主として、第2回ワークショップ及び第5回大会の内容について、理事会で協議されていることが報告されました。

午後2時からはシンポジウム「生成するセクシュアリティ」が開催されました。

65名を越える会員・非会員が詰めかけ、提題者3名による発表、　若森栄樹氏（獨協大学）「<forclusion>の概念をめぐって」、原 和之氏（東京大学）「言語から性へ：理論的架橋の試み」、保科正章氏（保科メンタルクリニック）「セクシュアリティー、現実界の穿孔」のあと、午後5時半の予定時刻をこえて活発な議論が行われた。

シンポジウム終了後は、昨年に続き、レストラン「Pago Posto」において懇親会が開催され、30名の会員が出席し、盛会のうちに終了した。

2. 会員の入退会について

入会者：2名

退会者：2名

現在会員数 84名（Ａ会員56名、Ｂ会員28名）

3. 第５回大会シンポジウムのテーマ及び提題者について

第５回大会では、理事会においては、シンポジウムを開催する方向で協議が行われています。シンポジウムのテーマ並びに参加者について、ご希望がありましたら是非メールなどで事務局の方にお知らせください。

4. 第２回ワークショップについて

昨年度（今年5月）に協会主催の第１回目のワークショップが開催されましたが、今年度次年度もこれに引き続きワークショップを開催する予定でおります。時期・内容・形態に関しましては理事会において現在協議中ですが、ご希望がありましたら是非メールなどで事務局の方にお知らせください。
5.名簿の追加・訂正について

会員名簿の訂正・追加をお送りいたします。

別紙をご参照ください。他、訂正がございましたら事務局までお知らせ頂ければ幸いです。

6. 会費納入のお願い

2004/2005年度（2004/10/01-2005/09/30）分の会費納入がお済みでない方及び前年度までの会費の未納分がおありの方は、同封の郵便振替用紙にて会費を納入くださいますようお願いいたします。

前年度までの会費未納分に関しましては、2004/2005年度の金額に未納分の金額をプラスして郵便振替票に記載しております。

（既に会費納入がお済みの方には用紙は同封致しておりません。また、行き違いによって納入がお済みの方に郵便振替用紙をお送りしてしまった場合、恐れ入りますが、破棄をお願いいたします）

振替口座番号は「00110-9-604146」
口座名称は

「日本ラカン協会事務局」です．

よろしくお願いいたします。

　不明な点などございましたら、当協会事務局までお問い合わせ下さい。

7. 文献目録作成への協力について

 当協会のホームページ（http://www1.ocn.ne.jp/~lsj/index.html）にて、ラカン関連の文献目録を公開しております。追加・訂正などがございましたら、事務局までお知らせ下さいますよう御協力をお願い申し上げます。
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